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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本ゴム工業会（JRMA）及び

一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があ

り，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。これによって，JIS 

K 6239:2007 は廃止され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS K 6239 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS K 6239-1 第 1 部：1H-NMR 及び IR（キャストフィルム）法 

JIS K 6239-2 第 2 部：FTIR（ATR）法 
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原料ゴム－ 

溶液重合 SBR のミクロ構造の求め方（定量）－ 

第 1 部：1H-NMR 及び IR（キャストフィルム）法 

Styrene-butadiene rubber(SBR)-Determination of the microstructure of 

solution-polymerized SBR-Part 1: 1H-NMR and IR with cast-film method 

 

序文 

この規格は，2015 年に第 1 版として発行された ISO 21561-1 を基とし，技術的内容及び構成を変更して

作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，溶液重合で合成されたスチレンとブタジエンとのゴム状共重合体（以下，S-SBR という。）

のミクロ構造（ブタジエン成分のビニル，トランス及びシス，並びにスチレン）を定量する二つの方法，

すなわち，プロトン核磁気共鳴法（以下，1H-NMR 法という。）及びキャストフィルムによる赤外分光法（以

下，IR 法という。）について規定する。 

また，この規格の IR 法は，IR 測定で得られた相対量から 1H-NMR 法による検量線を用いて絶対量を求

める方法である。 

なお，この規格は，原料ゴムに適用する。 

注記 1 IR 法（相対法）は，1H-NMR 法単独では求められないブタジエン成分のシス，トランスを定

量する場合に特に有効である。 

注記 2 ブタジエン成分のビニル，トランス及びシスは，一般に次の表現が用いられるが，この規格

においては，“ビニル”，“トランス”及び“シス”に統一している。 

－ ビニル：ビニルユニット，ビニル結合，1,2-ユニット，1,2-ビニルユニット，1,2-ビニル

結合など。 

－ トランス：1,4-トランスユニット，1,4-トランス結合，トランス 1,4 ユニット，トランス

1,4 結合など。 

－ シス：1,4-シスユニット，1,4-シス結合，シス 1,4 ユニット，シス 1,4 結合など。 

注記 3 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 21561-1:2015，Styrene-butadiene rubber (SBR)－Determination of the microstructure of 

solution-polymerized SBR－Part 1: 1H-NMR and IR with cast-film method（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”


